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【全体要旨】 

韓国は 1988 年に民主化された。民主化後に成立した盧泰愚
ノ ・ テ ウ

(1988-1993)、金泳三
キム・ヨンサム

(1993-

1998)、金大中
キム・デジュン

(1998-2003)の三政権におよぶ 15 年間を一般に三金時代と呼ぶ。これは、金

泳三、金大中の両大統領に 金 鍾 泌
キム・ジョンピル

を加えた“3”人の“金”氏がこの当時の韓国政治の中枢を
担っていたからである。 

三金時代を通じて、韓国の立法府である国会では、各大統領と、金鍾泌の 4 氏を領袖とす
る 4 つの勢力が議席の大半を占めていた。また、各勢力の規模は期間を通してほぼ一定であ
り、概ね盧泰愚派 4 割、金大中派 3 割、金泳三派 2 割、金鍾泌派 1 割であった。単独で過
半数を確保した勢力は存在しなかったため、各政権は連合政権となった。 

金鍾泌派は 1 割程度の議席しか保有していない弱小勢力であったが、三政権すべてにお
いて政権与党入りし、領袖の金鍾泌は盧泰愚政権では与党ナンバー3 の最高委員、金泳三政
権では与党ナンバー2 の党代表、金大中政権では行政府ナンバー2 の国務総理という要職を
歴任した。この、弱小勢力の領袖に過ぎない金鍾泌が、政権の中枢に居続けることができた
要因を解き明かすことが本稿における目的である。 
 
 

 連合構成 金鍾泌の役職 
盧泰愚政権 盧泰愚派+金泳三派+金鍾泌派 党最高委員（与党ナンバー3） 

金泳三政権 金泳三派+盧泰愚派（親金泳三系）+金鍾泌派 党代表（与党ナンバー2） 

金大中政権 金大中派+盧泰愚派（反金泳三系）+金鍾泌派 国務総理（行政府ナンバー2） 
 
 
 この結果、長年に渡る三金の複雑な人間関係があり、それに基づいた「接着剤」という役
割が金鍾泌にあったことを解き明かした。「接着剤」とは、90 年代に日本で成立した村山内
閣において新党さきがけ（武村正義）に、同じく小渕内閣において自由党（小沢一郎）に対
して用いられた言葉である。両党は中小政党に過ぎなかったが、両内閣が成立する上で欠か
せない役割を果たした。金鍾泌（派）にも同じ役割があったということである。 
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金鍾泌が「接着剤」の役割を果たさなければ、国会運営は安定しなかったが、これは三金
時代が民主化を果たした直後の時期ということに鑑みれば、韓国の民主主義の危機を招い
た可能性があった。また、金鍾泌がこの役割を果たしたからこそ、民主化勢力の金泳三も金
大中も大統領になることができた。したがって、韓国の民主化の定着という観点からも金鍾
泌が果たした役割の価値は非常に大きなものがあったと言える。 

従来、金鍾泌はその名こそ広く知られているが、要職を歴任しながらもついぞ大統領に成
れなかったことから、「永遠のナンバー2」という否定的な「評価」に終始し、それを肯定的
にとらえ、その要因を「分析」するというレベルにまで昇華されることはなかった。本稿は
その金鍾泌に焦点を当てた分析を行うことで、従来明らかにされていなかった、韓国政治の
深淵を解き明かした。 
 
 
【目的と章構成】 
 1988 年～2003 年の三金時代を通じて韓国の国会では、概ね盧泰愚派 4 割、金大中派 3
割、金泳三派 2 割、金鍾泌派 1 割という勢力構成となっていた。このうち金鍾泌を除い
た各派の領袖は当該期間中にいずれも大統領になっている。しかし、単独で過半数を確保
した勢力は存在しなかったため、各政権は連合政権となった。 

金鍾泌派は 1 割程度の議席しか保有していない弱小勢力であったが、三政権すべてにお
いて政権与党入りし、金鍾泌は盧泰愚政権では与党ナンバー3 の最高委員、金泳三政権で
は与党ナンバー2 の党代表、金大中政権では行政府ナンバー2 の国務総理という要職を歴
任した。 

金鍾泌は韓国政治において非常に著名な人物であり、その名を知らない人はいないと言
っても過言ではない。そうであるにもかかわらず、特に三金時代において金鍾泌はほとん
ど着目されてこなかった。 

その理由の一つは金鍾泌派が弱小勢力に過ぎなかったからである。しかし、それよりも
大きな理由は、要職、特にナンバー2 の職を幾度となく務めながら、ついぞナンバー1 で
ある大統領に成っていないからである。韓国においては、ナンバー2 どまりというのは、
ナンバー1 に成れなかった「頭を垂れた、不足した人物」であるというように否定的に捉
えられてきたからである。 
 韓国政界には、旧軍部、新軍部、民主党旧派、民主党新派という 4 つの勢力の系譜が存
在した。三金時代における 4 勢力はそれぞれの流れをくむものである（金鍾泌派←旧軍
部、盧泰愚派←新軍部、金泳三派←民主党旧派、金大中派←民主党新派）。すなわち、金
鍾泌は三金時代において、自勢力以外のすべての勢力出身大統領による政権に参画し、且
つ常に要職を任されていたことになる。これは自勢力を率いて大統領になることよりも困
難な事柄であり、大統領になった他氏よりも着目する必要があると言える。 
 このように、弱小勢力の領袖でありながら、金鍾泌が政権の中枢に居続けることを可能
とした要因を解き明かすことが本稿における目的である。 
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章構成は、以下のとおりである。 
 
序章 
第一章 分析モデルの検討 

第一節 連合政権理論モデル 
第一項 サイズによる連合理論モデル 
第二項 サイズによる連合理論モデルの検証 
第三項 イデオロギーによる連合モデル 
第四項 イデオロギーによる連合モデルの検証 

第二節 2.5 政党制モデル 
第一項 政党システム 
第二項 2.5 政党制モデル 
第三項 2.5 政党制モデルの検証 

第三節 かなめの党モデル 
第四節 地域連合モデル 

第一項 朝鮮八道 
第二項 嶺南と湖南 
第三項 地域主義 
第四項 地域主義のはじまりと定着 
第五項 地域連合モデルの検証 

第五節 接着剤モデル 
第一項 政治学用語としての「接着剤」 
第二項 日本政治における「接着剤」の実例 1. 自社さ連合 
第三項 日本政治における「接着剤」の実例 2. 自自公連合 
第四項 日本政治における「接着剤」の実例 3. 立憲民主党と希望の党 
第五項 韓国政治における「接着剤」 
第六項 接着剤モデルの検証 

第二章 三金時代に至る道 
第一節 三金と三金時代 

第一項 三金 
第二項 三金時代 
第三項 三金の出自 

第二節 大韓民国政府樹立まで 
第三節 李承晩政権（第一共和国）期 
第四節 張勉政権（第二共和国）期 
第五節 朴正煕政権（第三、四共和国）期 
第六節 全斗煥政権（第五共和国）期 
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第七節 小結 
第三章 三党合同（盧泰愚、金泳三政権期） 

第一節 盧泰愚政権の成立 
第二節 連合を巡る駆け引き 
第三節 ゴルフ会談 
第四節 三派連合と金泳三 
第五節 金泳三大統領候補選出と金鍾泌代表最高委員就任 
第六節 金泳三政権 
第七節 金鍾泌の下野 

第四章 DJT 連合（金大中政権期） 
第一節 DJT 連合の成立 
第二節 DJT 連合政権 
第三節 第 16 代総選挙 
第四節 DJT 連合の終焉 
第五節 連合解消後の金鍾泌 

終章 
あとがき 
 
 
【各章要約】 
第一章 

 弱小勢力でありながら金鍾泌派が連合に加わることが出来た要因を探るために、第一
章において様々なモデルによる説明を試みた。 
 まず最初に導入として、一般的な連合政権理論による解明を試みた。続いて、少数勢
力が連合に加わるというモデルとして、2.5 政党制モデルとかなめの党モデルによる説
明を試みた。 
 ここまでの分析モデルは議院内閣制を採るヨーロッパ諸国の分析が基となっている。
東アジアに位置する上に大統領制を採る韓国に適用できなくとも不思議ではない。金鍾
泌派が連合に加わることが出来た要因は韓国特有の要素による可能性が否定できない。
そこで、次に現代韓国政治を規定する最も大きな要素である「地域主義」という概念を
用いて分析を試みた。 
 最後に、本稿で用いた分析モデルである「接着剤モデル」の紹介を行った。しかしな
がら、「接着剤」という言葉自体政治学においてしっかりと定義づけられたものではな
い。そのため、「接着剤モデル」が実際に現れた日本における「自社さ連合」および
「自自公連合」を見つめ直しながら、「接着剤モデル」がどういうモデルなのかの確認
を行った。 
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第二章 
 各政治勢力間に働く「相互作用」は「接着剤モデル」では各勢力間で長年にわたって
培われてきた関係性に大きく依存することが第一章での検証から分かった。そして、こ
の時代の韓国の政治勢力というものは領袖を頂点とする個人的な勢力という側面が強か
った。このため、領袖の個人的な人間関係が強く影響したと推測できる。そこで、三金
時代の中心人物である、金大中、金泳三と金鍾泌のいわゆる「三金」の人間関係につい
て確認を行ったのが第二章である。 

韓国で重視された「人間関係ネットワーク」において重要な要素となったのは血縁、
地縁、学縁である。最初にそれらの要素から 3 人の人間関係の確認を試みた。 

次に 3 人が生まれてから三金時代を迎えるまでの各時代において、3 人の間にどのよ
うなドラマが展開されて行ったのかを時代ごとに確認を行った。 

 
第三章 

 分析の対象期間において、連合は二度形成されている。一度目は盧泰愚政権と金泳三
政権期に成立した「三党合同」である。これを第三章で分析した。「三党合同」が成立
するまで金鍾泌派、盧泰愚派、金大中派、金泳三派の 4 派はすべて個別の政党を構えて
いたため、連合の組み合わせ数は最も多かった。実際、各勢力間で様々な駆け引きがあ
った。その駆け引きを経て連合が成立する過程を分析した。 

この連合は金泳三政権でもそのまま引き継がれた。そのまま続いていくかとも思われ
たが、金鍾泌が離脱したことによって、連合はあっけなく終焉を迎えた。この瓦解に至
る過程も本章で分析を行った。 

 
第四章 

第四章では分析対象期間中で最後に成立した、金大中政権における DJT 連合について
の分析を行った。金鍾泌は金大中と連合を組むことによって再び政治の中心に舞い戻っ
てきた。しかし、最終的に、金鍾泌はこの時も自ら連合を離脱し、連合を瓦解させた。
このときは金大中派の勢力の小ささ故に、金鍾泌への依存度は高かった。このため、金
鍾泌の発言力は大きく、金鍾泌の政治権力は期間中でもっとも大きくなったように思わ
れた。にもかかわらず、金鍾泌が自らその立場を放棄するに至った過程を分析した。 

 
 
【まとめ（結果・考察）】 
 本稿での分析の結果、弱小勢力の領袖でありながら金鍾泌が政権の中枢に居続けること
ができたのは、連合形成に当たって不可欠であり且つ他人では担えない、「接着剤」という
役割が彼にあったからだと分かった。 

共に民主化勢力出身であった金大中と金泳三は、2 人で手を携えれば政権の獲得が可能で
あった。しかし、長きにわたる 2 人の人間関係がそれを不可能とした。それどころか、軍事
勢力そっちのけで、互いをライバルとした熾烈な大統領レースを繰り広げる有様であった。
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2 人が大統領レースで勝利を収めるためには、国会での勢力図からいって盧泰愚派の協力が
不可欠であった。しかし、盧泰愚と彼らとは直前の全斗煥政権期において、弾圧を行った側
と行われた側という立場にあり、容易に手を携えられる関係ではなかった。そこで登場する
のが双方と関係の深い金鍾泌であった。金鍾泌は盧泰愚と同じく軍人出身である一方、金大
中、金泳三とは共にソウルの春で民主化運動を行った間柄にあった。このため、彼らは金鍾
泌に「接着剤」として間に入ってもらうことで、盧泰愚派との連合を実現させ、大統領の地
位を手に入れることに成功した。そして、金鍾泌は「接着剤」という役割を果たすことで、
三金時代の 3 政権全てに参画し、要職を獲得したのである。 
 
 金大中、金泳三両氏が所属する民主党新派、民主党旧派の争いというものは、この時に始
まったものではなかった。1 度目は李承晩退陣後に成立した 1960 年の民主党政権内部にお
ける勢力争いであった。そこを朴正熙と金鍾泌に突かれ、両氏による軍事クーデターは成功
し、民主党政権は瓦解した。2 度目は 1980 年のソウルの春の時である。朴正熙が暗殺され
ると、韓国には民主化の気運が高まった。しかし、両派の代表格となっていた金大中と金泳
三の対立でその運動は一本化しなかった。そこを全斗煥と盧泰愚に突かれ、全斗煥による軍
事独裁政権が成立した。 
 3 度目が 1987 年の大統領選挙であった。国民からの人気がなかった全斗煥は後継者の盧
泰愚に民主化宣言を出させ、次期大統領選挙を直接選挙で行うことを発表させた。この時も、
金大中と金泳三が協力していれば盧泰愚に勝利し、民主化勢力が政権を獲得することも可
能であった。しかし、両氏の対立で民主化勢力の票は割れ、漁夫の利を得た盧泰愚に大統領
の座を持って行かれてしまったのである。 
 3 度あったことは 4 度目もありえる。盧泰愚の次の大統領も盧泰愚派から選出される可能
性は十二分にあった。そうなると、民主化時代であるにもかかわらず、軍事勢力から大統領
が出続けるという、民主化の形骸化が起こる危険性があった。しかし、盧泰愚の後任大統領
の座を射止めたのは民主化勢力出身の金泳三であった。これは金鍾泌からの支援なくして
は実現しなかったものである。 

金泳三の大統領就任によって、名実ともに韓国には民主化時代が到来した。確かに金泳三
は民主化勢力出身である。しかし、所属政党は盧泰愚と同じであり、政権を構成する勢力が
交代したわけではなかった。金大中の大統領就任によって初めて平和的に勢力の交代が果
たされたが、これを実現させたのも「接着剤」としての役割を果たした金鍾泌であった。 

このように韓国の政治史というものは、民主党新派、民主党旧派の対立を軍事勢力に突か
れるということを繰り返してきた。これに終止符を打ち、韓国に民主化を定着させたのは、
金鍾泌が「接着剤」としての役割を果たし、両派以外の組み合わせによる連合を実現させた
からである。こうした点を考えると、韓国の政治史において金鍾泌はもっと高く評価される
べきである。 
 

金泳三、金大中両氏の要請で「接着剤」役となった金鍾泌であるが、受動的な姿勢に終始
し、いいところが無いようにも見える。しかし、支持する勢力の規模が 1 割程度では、単独
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与党はもちろんのこと、第一野党になることも困難であると言わざるを得ず、議会運営に極
めて限定的な影響力しか及ぼすことはできない。それが「接着剤」としての役割を果たすこ
とによって政権入りし、要職を手に入れたという事実はそれだけで十分な「果実」と言える。 

また、韓国の国会には 20 人以上の議員が所属する団体は「院内交渉団体」と呼ばれ、様々
な優遇措置があった。韓国国会の議員定数は三金時代の大半の期間において 299 人であっ
たため、1 割前後の勢力しか持っていない金鍾泌派は、常にこの「院内交渉団体」の資格喪
失の危険性と戦っていた。実際、1992 年の第 14 代総選挙と 2000 年の第 16 代総選挙では金
鍾泌派は大敗を喫し、この 20 人の大台を割り込んでしまっている。しかし、どちらの時も
連合の力によって同団体の資格喪失を免れることができた。これも少数勢力に過ぎない金
鍾泌派にとっては十分大きな「果実」と言える。 

そして、最終的には反故にされたとは言え、本心としては最初から全く乗り気でなかった
金泳三、金大中に議院内閣制への改憲を飲ませることが出来たのも「接着剤」としての役割
があってのことである。連合を組む際には金泳三、金大中両氏からの要請という受動的な姿
勢ではあったものの、連合を瓦解させたのはどちらも金鍾泌であり、こちらでは能動性が見
られる。 
 さらに言うと、受動的な姿勢を採ることが出来たというのは、金鍾泌という政治家の特徴
だと評価することが可能である。金鍾泌は実力のある政治家であった。それだけに何度も迫
害のターゲットとされ、幾度となく政治の中枢から追いやられた。しかし、毎回そこから不
死鳥のごとく蘇ってくるのである。韓国の政治家たちは皆大統領になることを夢見、そこに
能動的に一直線に突き進んで行くものばかりであった。そして、そういった政治家たちの多
くは一度レースから脱落すると、再起することはできなかった。猪突猛進に突き進むばかり
でなく、その時々の状勢を冷静に分析し、緩急剛柔をうまく使い分けることができたのが、
生き馬の目を抜くような韓国の政界の中にあって、金鍾泌が半世紀にわたって生き延び続
けることを可能とした「処世術」なのである。 
 

「接着剤モデル」による連合というものは、容易に成立するものではない。それは裏を返
せば「接着剤モデル」による連合が求められる状況というのは、あまり良い連合の選択肢が
残されていない状況であると言える。したがって、「接着剤モデル」による連合が成立しな
かった場合、不安定な政治運営を余儀なくされ、民主主義が定着していない場合、それの危
機に直面する可能性も高まることとなる。「接着剤モデル」による連合は、そのような政治
的危機に陥る一歩手前で立ち止まることを可能とする選択肢なのである。 
 本稿の分析に当たっては、ヨーロッパ諸国の分析を基とした政治学における連合モデル
だけでなく、血縁や地縁など個人的な人間関係が重視される韓国の政治文化に基づいた要
素も多く対象とした。そしてそれらの多くは韓国固有のものではなく、東アジアやより広く
アジア全体にも少なからず見受けられるものである。「接着剤モデル」も個人的な人間関係
の上に成り立つモデルであり、韓国と同じ東アジアに位置する隣国・日本で見出されたもの
である。したがって、「接着剤モデル」には地域性が影響を与えている可能性もある。 
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また、日韓における 2 つずつの「接着剤モデル」による連合が出現したのは、いずれも 90
年代のことである。日韓共にその後も「接着剤モデル」による連合が期待される場面もあっ
たがいずれも成立には至っていない。このようなことから「接着剤モデル」には時代性も影
響を与えている可能性がある。これらの検討は今後の課題である。 
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